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教   育   研   究   業   績   書 

（西暦）2024 年 4 月 1 日 

氏名 桜美林 太郎  印 

研    究    分    野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

○○○学 ○○○○○、○○○○○、○○○○○ 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概      要 

１ 教育方法の実践例 

（1）○○が参加した○○学と○○体験、○○方法体験 

 

（2）オンラインでの研究倫理教育研修 

 

2020 年 4 月 1 日 ～

2021年3月31日 

2022年8月1日 

 

 

○○大学との共同により、○○体験･･･ 

 

利便性が高い研究倫理教育の方策として、オ

ンデマンドによる･･･ 

２ 作成した教科書、教材 

（1）○○学（○○出版） 

 

 

2021年7月1日 

 

 

文部科学省との共催により、○○学の××課

程向け教科書として作成され･･･ 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

（1）○○大学××年度授業アンケート 

（2）自己点検・外部評価 

 

2022年1月31日 

2023年3月31日 

 

学生による授業評価アンケートにおいて･･･ 

（評価内容） 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

（1）公開講座（○○大学）○○について 

 

 

2021年10月5日 

 

 

○○について○○を講演、実技を兼ねる 

 

５ その他 

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

職  務  上  の  実  績  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概       要 

１ 資格、免許（1） 

 ○○士免許 

 

 

2012年3月31日 

 

 

登録番号○○○○○号 

 

２ 特許等（1） 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

（1）●●株式会社××課 

 

 

2012 年 4 月 1 日 ～

2016年3月31日 

 

 

××主任として、以下のプロジェクトを推進

した。 

・○○（2012年4月1日～2014年3月31日） 

・●●（2014年4月1日～2016年3月31日） 

４ その他 

（1）○○県○○健康フェアー 

  ○○県○○会と共同開催 

 

2019年10月1日～

2020年1月31日 

 

 

○○市○○会と共同し○○市民に対し○○

を実施し、対象者に結果をフィードバックし

た。市民に対し○○に対する啓発を行った。 

 



 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

（1）○○学概論 

 

 

 

 

 

（2）□□□総論 

 

 

 

（3） 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

2010年○月 

 

 

 

 

 

2015年○月 

 

 

□□出版社 

 

 

 

 

 

△△書店 

 

 

･･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（200字程度以上）・・・・・・・・・。 

 

 

 

 

（p55-p80）桜美林太郎、△△△子（共著

書全体の共著者を記載） 

･･・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（p1-p120） 

 

（学術論文） 

（1）○○○における××法

の検討 

   （査読付き） 

 

 

 

 

 

 

（2）Study of ・・・・・ 

   （査読付き） 

 

 

 

 

（3） 

 

（4） 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

2016年8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年2月 

 

 

□□□学会誌 

第10巻第8号、pp.○～

○ 

 

 

 

 

 

 

Journal of ・・・・． 

Vol.56、No.2、pp.○～

○ 

 

 

○○○解析のために××法を開発し、園

方法の実証を△△を用いて○○○解析が

可能であることを示した研究。 

担当部分：○○分析と考察 

（p15-p20）××××、桜美林太郎、△△

△子 

 

 

 

○○○である△△を、××法を用いて検

出、定量的な解析を行った。○○が□□

であることを初めて示した。 

（p25-p32）○○○○、△△△△、Obirin 

T. 

 

（その他） 

（解説等） 

（1） 

（研究報告書） 

（1） 

（学会報告） 

（1）○○○における×××

法の検討 

 

 

 

（2） 

 

（3） 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

2018年○月 

 

 

 

 

 

 

第○回日本○○学会 

（東京都） 

 

 

 

 
 
 
 
○○○解析のために××法を開発し、園方

法の実証を△△を用いて○○○解析が可

能であることを報告した。桜美林太郎、○

○○○ 
 

 

著者が共著の場合は、本人の担当の章、節、

題名、掲載ページを「概要」に入れる。 

古いものから順に記載してください。 

学術論文の場合は、

雑誌名称、巻・号、

掲載ページはここ

に入れる。 


